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１．研究計画の概要
本研究の全体構想は、非可換群をガロア群

に持つ拡大(非可換ガロア拡大)について、主
に明示的な例の構成や実験的な計算を通じ
て、様々な方面から具体的な知見を得ること
である。特に、Noether 問題および複比型
Noether 問題・簡潔な係数を持つ生成的多項
式の構成・生成的多項式の整数環上の性質の
探求などに取り組む。

２．研究の進捗状況
(1) Noether 問題に関しては、3 次元の単項的
作用による固定体の有理性に関して最後に
残っていた未解決であった場合が肯定的に
解決され、5 次および 6 次の複比型 Noether
問題については様々な可移置換群に対して
肯定的な結果を得た。複比型 Noether 問題に
関連した、複比の体と差の比の体との間の固
定体の相対的有理性問題については、奇数次
の場合は肯定的、偶数次対称群の場合は否定
的という、従来予期されていなかった顕著な
結果が得られ、6 次の場合や次数が 2 冪の場
合には全ての可移置換群に対しても否定的
な結果が得られた。
(2) 生成的多項式に関する部分体問題・同型
問題については、3 次・5 次の生成的多項式
に対して様々な成果を得ているが、中でも、
Mestre-Brumer の 5 次二面体群多項式の同
型類の楕円曲線の弱 Mordell-Weil 群による
分類や、3 次生成的多項式の整数値に関する
同型問題を Thue 方程式の整数解と結び付け
た解決が顕著な結果である。生成的多項式に
関するより深い数論に関する研究としては、
或る種の生成的巡回多項式の分解体での素
数の分解法則を記述した他、アソシエーショ

ンスキーム理論や結び目理論など他分野に
おける重要な多項式の数論的性質の研究に
も応用された。
(3) 正種数の Grothendieck dessin について
は、種数 1 で 6 次以下の多くの場合と 7 次
の一部の場合に、曲線と Belyi 射の方程式を
計算しガロア軌道の決定やグラフとの対応
付けを行なった。

３．現在までの達成度
③やや遅れている。
(理由)

一部の研究分担者・連携研究者が、教員人件
費削減や人材流動化と称する施策により、不
安定な研究環境に置かれているため、共同研
究態勢が充分に取れなかった上、残っている
研究者も学内業務の負担が増えて研究に割
く時間を削られている。これは本課題に限ら
ない問題と考える。また、研究補助者として
大学院生を含めた研究態勢の構築も目指し
たが、進学に関する経済的事情などにより充
分に達成することが出来ていない。

４．今後の研究の推進方策
上記の問題はすぐには改善できないので、可
能な範囲で研究態勢を構築するしかない。研
究方法として特に目新しいことは出来ない
ので、極力研究時間を確保できるよう努める
のみである。
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